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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第20期中 第21期中 第22期中 第20期 第21期

会計期間

自　平成17年
　　６月 1日
至　平成17年
　　11月30日

自　平成18年
　　６月１日
至　平成18年
　　11月30日

自　平成19年
　　６月１日
至　平成19年
　　11月30日

自　平成17年
　　６月１日
至　平成18年
　　５月31日

自　平成18年
　　６月１日
至　平成19年
　　５月31日

売上高 (千円) ― ― 8,862,39814,590,28115,348,787

経常利益 (千円) ― ― 165,540 323,043 385,865

中間(当期)純利益 (千円) ― ― 44,303 92,596 103,853

純資産額 (千円) ― ― 1,456,9551,127,0791,458,476

総資産額 (千円) ― ― 10,392,2817,841,9719,355,988

１株当たり純資産額 (円) ― ― 201,179.92181,050.86201,639.81

１株当たり中間
(当期)純利益金額

(円) ― ― 6,192.0315,044.0716,146.37

潜在株式調整後１株当た
り中間(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 13.9 14.2 15.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― ― △51,633 500,648△93,654

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― ― △1,294,068△220,291△459,791

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― ― 953,151 219,5011,137,823

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,302,5871,110,7601,695,138

従業員数
(外、平均臨時雇用者数）

(名)
―
(―)

―
(―)

503
(89)

450
(33)

467
(38)
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第20期中 第21期中 第22期中 第20期 第21期

会計期間

自　平成17年
　　６月 1日
至　平成17年
　　11月30日

自　平成18年
　　６月１日
至　平成18年
　　11月30日

自　平成19年
　　６月１日
至　平成19年
　　11月30日

自　平成17年
　　６月１日
至　平成18年
　　５月31日

自　平成18年
　　６月１日
至　平成19年
　　５月31日

売上高 (千円) ― ― 6,297,75810,618,86511,315,041

経常利益 (千円) ― ― 83,906 226,009 270,938

中間(当期)純利益 (千円) ― ― 7,768 46,263 73,304

資本金 (千円) ― ― 580,075 455,200 580,075

発行済株式総数 (株) ― ― 7,155 6,155 7,155

純資産額 (千円) ― ― 1,283,0151,024,9671,322,783

総資産額 (千円) ― ― 9,035,2086,894,2798,291,644

１株当たり純資産額 (円) ― ― 179,317.38166,526.00184,875.40

１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) ― ― 1,085.727,516.4811,396.86

潜在株式調整後１株当た
り中間(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― 4,500 6,000

自己資本比率 (％) ― ― 14.2 14.9 16.0

従業員数
(外、平均臨時雇用者数）

(名)
―
(―)

―
(―)

373
(27)

347
(20)

357
(25)
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間連結会計期間におけるわが国経済におきましては、原油価格、穀物価格の急激な高騰や、米国の低所得者向け

高金利型住宅ローン（サブプライムローン）の問題が企業活動に影を落とし始め、景気の先行きに懸念材料が出て来

ております。 

こうした中、調剤薬局業界におきましては、引き続き業界の再編が進むとともに、国民医療費の抑制を背景とした制

度改革により医療提供サービスの効率化が具体的に進展してきております。当社グループは平成19年２月21日にジャ

スダック証券取引所に株式上場し、それらの動きを勘案しつつ運営面の効率化と店舗展開の拡大を推進しておりま

す。 

　店舗展開面では、規模の利益を追求して多店舗展開を進める方針のもと、当中間連結会計期間中に４店舗の新規開局

を行ったほか、北海道の株式会社ふじい薬局の完全子会社化により14店舗の調剤薬局が増加し、調剤薬局店舗数は115

店舗に至っております。増加店舗のエリア内訳では北海道（14店舗）、茨城県（１店舗）、東京都（１店舗）、新潟県

（１店舗）、大阪府（１店舗）と全国広範に店舗展開し、地域のドミナント強化またはドミナント拠点の形成に取り

組んでおります。 

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は8,862百万円となりました。利益面につきましては、営業利益は

231百万円、経常利益は165百万円となり、減損損失等の特別損失を計上した結果、中間純利益につきましては44百万円

となりました。 

　当中間連結会計期間における事業の種類別セグメントの業績は、以下の通りであります。 

（調剤薬局事業） 

当中間連結会計期間における売上高は8,785百万円、営業利益は274百万円となりました。前連結会計年度において

新規開局した10店舗がフル稼働し、既存店舗が好調に推移したことに加え、当中間連結会計期間における新規開局店

舗が売上高寄与いたしました。 また、利益面におきましても既存店舗が好調に推移したこと等から、概ね想定通りに

推移いたしました。

（処方データビジネス事業） 

平成18年８月から開始した新規事業で、当社グループの調剤薬局に蓄積される処方データに匿名化処理を施したう

えで提携企業に販売するものですが、当中間連結会計期間における売上高は―百万円となりました。 

（その他事業） 

平成19年９月に完全子会社化した株式会社ふじい薬局の調剤薬局以外の店舗において、化粧品等の小売販売及び衛

生材料等の卸販売を行っており、当中間連結会計期間における売上高は76百万円となりました。利益面では営業損失

計上となりましたが、売上、利益ともに概ね想定通りに推移いたしました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業成績は順調に推移

しましたが、営業活動による資金が減少し、投資活動による資金の使用が増加し、財務活動による資金の収入が増加

し、前連結会計年度末に比べ392百万円減少し、当中間連結会計期間末には1,302百万円となりました。 

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果減少した資金は、51百万円となりました。この主な要因は、営業成績が順調に推移したことに伴う税

金等調整前中間純利益123百万円、新規店舗の開局及び営業譲受による店舗の増加により売掛金が290百万円増加した

こと、在庫の見直しを図ったこと等によりたな卸資産が332百万円減少し、買掛金が292百万円減少したこと等による

ものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,294百万円となりました。この主な要因は、新規店舗の開局に伴う有形固定資産

の取得による支出が391百万円、無形固定資産の取得による支出が368百万円、営業譲受による支出が183百万円、子会

社株式の取得による支出が213百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、953百万円となりました。この主な要因は、投資活動による資金需要に対応するた

め、また金利圧縮を目的とした短期、長期借入による資金調達を積極的に行ったことによるものであります。
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第３ 【設備の状況】

２ 【設備の新設、除却等の計画】

(2) 重要な設備計画の完了

前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当中間連結会計期間に完了したものは、次のとおりでありま

す。

会社名
事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容 所在地
投資額
(千円)

完了年月
完成後の
増加能力

備考

提出会社 調剤薬局事業

新規店舗
開設

茨城県
(1)

45,959平成19年９月 99.1㎡―

新規店舗
開設

東京都
(1)

51,865平成19年９月 76.1㎡―

新規店舗
開設

新潟県
(1)

86,783平成19年10月 151.3㎡―

新規店舗
開設

大阪府
(1)

11,913平成19年９月 107.5㎡―
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第５ 【経理の状況】

１　中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成11年

大蔵省令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

(2) 当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省

令第38号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

(3) 当半期報告書は、最初に提出するものでありますので、前年同期との対比は行っておりません。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間連結会計期間(平成19年６月１日から

平成19年11月30日まで)及び当中間会計期間(平成19年６月１日から平成19年11月30日まで)の中間連結財

務諸表及び中間財務諸表について、新日本監査法人により中間監査を受けております。

また、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の中間連結財務諸表及び中間財務諸表について、優成監査法人により中間監査を受け、改めて中

間監査報告書を受領しております。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

① 【中間連結貸借対照表】

　 　
当中間連結会計期間末

(平成19年11月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 1,433,296　 　 1,829,160　

　２　売掛金 　 　 2,682,041　 　 2,225,711　

　３　たな卸資産 　 　 1,355,105　 　 1,629,285　

　４　繰延税金資産 　 　 78,328　 　 87,008　

　５　その他 　 　 91,860　 　 78,504　

　　　貸倒引当金 　 　 △6,880　 　 △5,718　

　　　流動資産合計 　 　 5,633,75154.2　 5,843,95262.5

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物及び構築物
※1、
2、3

1,290,715　 　 1,136,196　 　

　　(2) 車両運搬具 ※１ 7,896　 　 437　 　

　　(3) 工具器具備品
※1、
3

111,766　 　 108,677　 　

　　(4) 土地 ※２ 1,164,726　 　 866,616　 　

　　(5) 建設仮勘定 　 63,900　 　 74,663　 　

　　　　有形固定資産合計 　 　 2,639,006　 　 2,186,590　

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) のれん 　 557,921　 　 246,985　 　

　　(2) ソフトウェア 　 469,058　 　 174,957　 　

　　(3) その他 　 25,451　 　 23,848　 　

　　　　無形固定資産合計 　 　 1,052,432　 　 445,792　

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 　 51,928　 　 57,012　 　

　　(2) 差入保証金 　 661,938　 　 563,090　 　

　　(3) 繰延税金資産 　 68,773　 　 53,147　 　

　　(4) その他 　 331,070　 　 219,687　 　

　　　　貸倒引当金 　 △51,450　 　 △19,228　 　

　　　　投資その他の資産合計 　 　 1,062,260　 　 873,709　

　　　固定資産合計 　 　 4,753,69945.7　 3,506,09237.4

Ⅲ　繰延資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　株式交付費 　 　 4,830　 　 5,943　

　　　繰延資産合計 　 　 4,8300.1　 5,9430.1

　　　資産合計 　 　 10,392,281100.0　 9,355,988100.0
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当中間連結会計期間末

(平成19年11月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　

　１　買掛金 　 　 2,924,428　 　 2,936,952　

　２　短期借入金 　 　 1,233,000　 　 1,000,000　

　３　１年以内償還予定社債 　 　 130,000　 　 150,000　

　４　１年以内返済予定
　　　長期借入金

※２ 　 1,450,620　 　 1,131,028　

　５　未払費用 　 　 267,512　 　 253,619　

　６　未払法人税等 　 　 89,128　 　 170,625　

　７　その他 　 　 156,896　 　 233,154　

　　　流動負債合計 　 　 6,251,58660.2　 5,875,38162.8

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　

　１　社債 　 　 10,000　 　 70,000　

　２　長期借入金 ※２ 　 2,550,213　 　 1,842,568　

　３　退職給付引当金 　 　 116,092　 　 96,110　

　４　その他 　 　 7,433　 　 13,452　

　　　固定負債合計 　 　 2,683,73825.8　 2,022,13121.6

　　　負債合計 　 　 8,935,32586.0　 7,897,51284.4

　 　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 580,075　 　 580,075　

　２　資本剰余金 　 　 527,376　 　 527,376　

　３　利益剰余金 　 　 316,996　 　 315,622　

　　　株主資本合計 　 　 1,424,44813.7　 1,423,07415.2

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　

　　　その他有価証券評価
　　　差額金

　 　 14,994　 　 19,658　

　　　評価・換算差額等合計 　 　 14,9940.1　 19,6580.2

Ⅲ　少数株主持分 　 　 17,5130.2　 15,7430.2

　　　純資産合計 　 　 1,456,95514.0　 1,458,47615.6

　　　負債及び純資産合計 　 　 10,392,281100.0　 9,355,988100.0

　 　 　 　 　 　 　 　

EDINET提出書類

ファーマライズホールディングス株式会社(E05379)

訂正半期報告書

 9/26



② 【中間連結損益計算書】

　

　 　

当中間連結会計期間

(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 　 　 8,862,398100.0　 15,348,787100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 7,812,25388.2　 13,454,41487.7

　　　売上総利益 　 　 1,050,14411.8　 1,894,37312.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 　 818,5799.2　 1,428,0529.3

　　　営業利益 　 　 231,5652.6　 466,3203.0

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 3,820　 　 4,965　 　

　２　受取配当金 　 302　 　 654　 　

　３　賃貸料収入 　 4,477　 　 9,792　 　

　４　その他 　 660 9,2610.1 4,479 19,8920.1

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 42,484　 　 49,856　 　

　２　休止固定資産費用 　 10,877　 　 11,861　 　

　３　賃貸原価 　 4,400　 　 9,551　 　

　４　貸倒引当金繰入額 　 12,000　 　 ― 　 　

　５　株式公開費用 　 ― 　 　 24,394　 　

　６　その他 　 5,524 75,2860.8 4,683 100,3480.6

　　　経常利益 　 　 165,5401.9　 385,8652.5

Ⅵ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産除却損 ※２ 4,314　 　 9,200　 　

　２　賃貸店舗解約損 　 6,214　 　 17,144　 　

　３　減損損失 ※３ 31,549　 　 47,201　 　

　４　その他 　 192 42,2700.5 2,050 75,5970.5

　　　税金等調整前
　　　中間(当期)純利益

　 　 123,2691.4　 310,2672.0

　　　法人税、住民税
　　　及び事業税

　 82,359　 　 203,080　 　

　　　法人税等調整額 　 △5,514 76,8450.9 △48 203,0321.3

　　　少数株主利益 　 　 2,1200.0　 3,3810.0

　　　中間(当期)純利益 　 　 44,3030.5　 103,8530.7
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③ 【中間連結株主資本等変動計算書】

　

当中間連結会計期間(自　平成19年６月１日　至　平成19年11月30日)

　

項目

株主資本
評価・換算
差額等 少数株主

持分
純資産
合計

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

株主資本
合計

その他有価証
券評価差額金

平成19年５月31日残高(千円) 580,075527,376315,6221,423,07419,658 15,7431,458,476

中間連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △42,930△42,930　 　 △42,930

　中間純利益 　 　 44,303 44,303　 　 44,303

　株主資本以外の項目の中間連結
　会計期間中の変動額(純額)

　 　 　 　 △4,664 1,770 △2,894

中間連結会計期間中の変動額合計
(千円)

― ― 1,373 1,373 △4,664 1,770 △1,520

平成19年11月30日残高(千円) 580,075527,376316,9961,424,44814,994 17,5131,456,955

　

前連結会計年度(自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日)

　

項目

株主資本
評価・換算
差額等 少数株主

持分
純資産
合計

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

株主資本
合計

その他有価証
券評価差額金

平成18年５月31日残高(千円) 455,200402,501239,4661,097,16817,199 12,7111,127,079

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 124,875124,875　 249,750　 　 249,750

　剰余金の配当 　 　 △27,697△27,697　 　 △27,697

　当期純利益 　 　 103,853103,853　 　 103,853

　株主資本以外の項目の連結
　会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 2,458 3,031 5,490

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

124,875124,87576,155325,905 2,458 3,031 331,396

平成19年５月31日残高(千円) 580,075527,376315,6221,423,07419,658 15,7431,458,476
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④ 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　

　 　

当中間連結会計期間

(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　

　１　税金等調整前中間(当期)純利益 　 123,269 310,267

　２　減価償却費 　 123,633 178,314

　３　減損損失 　 31,549 47,201

　４　のれん償却額 　 43,793 52,837

　５　貸倒引当金の増減額(減少：△) 　 13,162 △17,696

　６　退職給付引当金の増減額(減少：△) 　 5,721 9,377

　７　受取利息及び受取配当金 　 △4,123 △5,620

　８　支払利息 　 42,484 49,856

　９　固定資産売却損 　 192 ―

　10　固定資産除却損 　 4,314 9,200

　11　賃貸店舗解約損 　 6,214 17,144

　12　売上債権の増減額(増加：△) 　 △290,036 △235,841

　13　たな卸資産の増減額(増加：△) 　 332,274 △421,707

　14　仕入債務の増減額(減少：△) 　 △292,515 △29,725

　15　その他 　 12,063 68,436

　　　小計 　 151,998 32,046

　16　利息及び配当金の受取額 　 2,431 2,026

　17　利息の支払額 　 △42,493 △49,888

　18　法人税等の支払額 　 △164,074 △83,443

　19　還付法人税等の受取額 　 504 5,605

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 △51,633 △93,654

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　

　１　定期預金の預入による支出 　 △2,700 △4,229

　２　定期預金の払戻による収入 　 2,400 9,603

　３　有形固定資産の取得による支出 　 △391,945 △323,997

　４　有形固定資産の売却による収入 　 148 ―

　５　無形固定資産の取得による支出 　 △368,964 △237

　６　保証金の差入による支出 　 △69,464 △88,012

　７　保証金の返還による収入 　 8,973 18,599

　８　貸付による支出 　 △99,716 △53,797

　９　貸付金の回収による収入 　 48,375 50,282
　10　連結範囲の変更を伴う子会社
　　　株式の取得による支出

　 △213,206 ―

　11　営業譲受による支出 　 △183,871 △37,500

　12　その他の投資による支出　 　 △12,746 △19,366

　13　その他 　 △11,351 △11,137

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △1,294,068 △459,791

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　

　１　短期借入金の純増減額(減少：△) 　 195,383 500,000

　２　長期借入による収入 　 1,700,000 1,500,000

　３　長期借入金の返済による支出 　 △810,516 △870,690

　４　リース債務の返済による支出 　 △8,435 △46,502

　５　社債の償還による支出 　 △80,000 △160,000

　６　株式の発行による収入 　 ― 243,064

　７　配当金の支払額 　 △42,930 △27,697

　８　少数株主への配当金の支払額 　 △350 △350

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 953,151 1,137,823

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額(減少：△) 　 △392,550 584,377

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 1,695,138 1,110,760

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 ※１ 1,302,587 1,695,138
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注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

　
当中間連結会計期間末
(平成19年11月30日)

前連結会計年度末
(平成19年５月31日)

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 903,443千円

　

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 793,388千円

　

※２　担保に供している資産

建物及び構築物(建物) 162,081千円

土地 444,482

　計 606,564千円

上記物件に対応する債務は次のとおりでありま

す。

１年以内返済予定長期借入金 3,504千円

長期借入金 779,656

　計 783,160千円

 

※２　担保に供している資産

建物及び構築物(建物) 162,320千円

土地 406,240

　計 568,560千円

上記物件に対応する債務は次のとおりでありま

す。

１年以内返済予定長期借入金 127,000千円

長期借入金 627,000

　計 754,000千円

 
※３　有形固定資産には以下の休止固定資産が含まれて

おります。

建物及び構築物 29,872千円

工具器具備品 2,389

※３　有形固定資産には以下の休止固定資産が含まれて

おります。

建物及び構築物 31,936千円

工具器具備品 3,833
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(中間連結損益計算書関係)

　

当中間連結会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前連結会計年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

役員報酬 62,014千円

給料手当 115,530

退職給付引当金繰入額 1,681

貸倒引当金繰入額 5,487

租税公課 330,736
 

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

役員報酬 102,292千円

給料手当 215,618

退職給付引当金繰入額 3,159

貸倒引当金繰入額 5,587

租税公課 622,117
 

※２　固定資産除却損

建物及び構築物 856千円

工具器具備品 1,433

ソフトウェア 2,024

　計 4,314千円

※２　固定資産除却損

建物及び構築物 8,357千円

工具器具備品 843

　計 9,200千円
 

 

※３　減損損失

当社は当中間連結会計期間において、以下の資産

グループについて減損損失を計上しております。

用途 種類 場所 減損損失 　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品

北海道 3,142千円　

店舗
(既存)

建物、ソフトウェ
ア、リース資産等

福井県 15,898千円　

店舗
(既存)

建物、のれん、ソフ
トウェア等

愛知県 12,509千円　

当社グループは店舗を、キャッシュを生み出す最

小単位としてグルーピングしております。

営業状態の悪化した店舗の資産グループの帳簿価

額を回収可能価額まで減額して、当該減少額を減損

損失 31,549千円として計上いたしました。

その内訳は、建物 12,029千円、工具器具備品

1,407千円、のれん 6,593千円、電話加入権 63千円、

ソフトウェア 9,220千円、リース資産 2,233千円で

あります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、正味売却価額は零として

算定しております。

 

※３　減損損失

当社は当連結会計年度において、以下の資産グ

ループについて減損損失を計上しております。

用途 種類 場所 減損損失 　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品等

東京都 410千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品等

新潟県 14,464千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品、のれん等

愛知県 8,659千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品、リース資産等

大阪府 23,665千円　

当社グループは店舗を、キャッシュを生み出す最

小単位としてグルーピングしております。

営業状態の悪化した店舗の資産グループの帳簿価

額を回収可能価額まで減額して、当該減少額を減損

損失 47,201千円として計上いたしました。

その内訳は、建物 27,724千円、構築物 77千円、工

具器具備品 5,946千円、のれん 5,270千円、電話加入

権 106千円、ソフトウェア 23千円、長期前払費用

2,448千円、リース資産　5,604千円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、正味売却価額は零として

算定しております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当中間連結会計期間(自　平成19年６月１日　至　平成19年11月30日)
　

　
調剤薬局事業
(千円)

処方データ
ビジネス事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

8,785,897 ― 76,5008,862,398 ― 8,862,398

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,785,897 ― 76,5008,862,398 ― 8,862,398

　　営業費用 8,510,91242,146 77,7748,630,832 ― 8,630,832

　　営業利益
　　(又は営業損失(△))

274,985△42,146△1,273 231,565 ― 231,565

　

前連結会計年度(自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日)

　

　
調剤薬局事業
(千円)

処方データ
ビジネス事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

15,348,787 ― ― 15,348,787 ― 15,348,787

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 15,348,787 ― ― 15,348,787 ― 15,348,787

　　営業費用 14,811,35171,115 ― 14,882,466 ― 14,882,466

　　営業利益
　　(又は営業損失(△))

537,436△71,115 ― 466,320 ― 466,320
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(１株当たり情報)

　

当中間連結会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前連結会計年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

１株当たり純資産額 201,179円92銭 １株当たり純資産額 201,639円81銭

１株当たり中間純利益金額 6,192円03銭 １株当たり当期純利益金額 16,146円37銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(注)　１株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎

　

　
当中間連結会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前連結会計年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

中間(当期)純利益(千円) 44,303 103,853

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間(当期)純利益(千円) 44,303 103,853

普通株式の期中平均株式数(株) 7,155 6,432
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２ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

　

　 　
当中間会計期間末

(平成19年11月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 1,249,585　 　 1,579,938　 　

　２　売掛金 　 1,861,468　 　 1,644,216　 　

　３　たな卸資産 　 1,061,763　 　 1,353,628　 　

　４　繰延税金資産 　 57,738　 　 65,556　 　

　５　その他 　 213,357　 　 223,886　 　

　　　貸倒引当金 　 △4,521　 　 △3,559　 　

　　　流動資産合計 　 　 4,439,39349.1　 4,863,66858.7

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物
※1、
2、4

1,018,616　 　 966,907　 　

　　(2) 構築物 ※１ 115,308　 　 55,948　 　

　　(3) 車両運搬具 ※１ 7,499　 　 437　 　

　　(4) 工具器具備品
※1、
4

90,988　 　 89,681　 　

　　(5) 土地 ※２ 1,039,279　 　 845,597　 　

　　(6) 建設仮勘定 　 47,553　 　 74,663　 　

　　　　有形固定資産合計 　 2,319,246　 　 2,033,235　 　

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) のれん 　 84,347　 　 96,343　 　

　　(2) ソフトウェア 　 448,472　 　 174,954　 　

　　(3) その他 　 22,085　 　 22,167　 　

　　　　無形固定資産合計 　 554,906　 　 293,465　 　

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 　 49,246　 　 57,012　 　

　　(2) 関係会社株式 　 476,055　 　 237,460　 　

　　(3) 差入保証金 　 557,040　 　 495,637　 　

　　(4) 繰延税金資産 　 67,190　 　 49,514　 　

　　(5) その他 　 587,270　 　 274,935　 　

　　　　貸倒引当金 　 △19,972　 　 △19,228　 　

　　　　投資その他の資産合計 　 1,716,831　 　 1,095,332　 　

　　　固定資産合計 　 　 4,590,98450.8　 3,422,03241.2

Ⅲ　繰延資産 　 　 　 　 　 　 　

　１　株式交付費 　 4,830　 　 5,943　 　

　　　繰延資産合計 　 　 4,8300.1　 5,9430.1

　　　資産合計 　 　 9,035,208100.0　 8,291,644100.0
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当中間会計期間末

(平成19年11月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　

　１　買掛金 　 1,959,912　 　 2,143,529　 　

　２　短期借入金 　 1,245,495　 　 1,003,675　 　

　３　１年以内償還予定社債 　 130,000　 　 150,000　 　

　４　１年以内返済予定
　　　長期借入金

※２ 1,436,064　 　 1,131,028　 　

　５　未払法人税等 　 56,516　 　 130,839　 　

　６　その他 ※５ 288,843　 　 353,234　 　

　　　流動負債合計 　 　 5,116,83256.6　 4,912,30759.2

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　

　１　社債 　 10,000　 　 70,000　 　

　２　長期借入金 ※２ 2,482,544　 　 1,842,568　 　

　３　退職給付引当金 　 101,860　 　 96,110　 　

　４　その他 　 40,954　 　 47,874　 　

　　　固定負債合計 　 　 2,635,35929.2　 2,056,55324.8

　　　負債合計 　 　 7,752,19285.8　 6,968,86184.0

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 580,075　 　 580,075　

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 527,376　 　 527,376　 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 527,376　 　 527,376　

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 3,350　 　 3,350　 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 157,161　 　 192,323　 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 160,511　 　 195,673　

　　　株主資本合計 　 　 1,267,96314.0　 1,303,12415.8

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価
　　　差額金

　 　 15,052　 　 19,658　

　　　評価・換算差額等合計 　 　 15,0520.2　 19,6580.2

　　　純資産合計 　 　 1,283,01514.2　 1,322,78316.0

　　　負債及び純資産合計 　 　 9,035,208100.0　 8,291,644100.0
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② 【中間損益計算書】

　

　 　

当中間会計期間

(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高 　 　 6,297,758100.0　 11,315,041100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 5,534,36787.9　 9,860,17287.1

　　　売上総利益 　 　 763,39112.1　 1,454,86912.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 630,78010.0　 1,126,38810.0

　　　営業利益 　 　 132,6102.1　 328,4812.9

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 5,528　 　 5,693　 　

　２　受取配当金 　 949　 　 21,303　 　

　３　賃貸料収入 　 26,337　 　 49,027　 　

　４　その他 　 340 33,1560.5 3,947 79,9710.7

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 41,482　 　 47,655　 　

　２　社債利息 　 702　 　 2,339　 　

　３　休止固定資産費用 　 8,188　 　 11,861　 　

　４　賃貸原価 　 26,083　 　 46,833　 　

　５　株式公開費用 　 ― 　 　 24,394　 　

　６　その他 　 5,402 81,8591.3 4,428 137,5141.2

　　　経常利益 　 　 83,9061.3　 270,9382.4

Ⅵ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産除却損 ※２ 4,314　 　 934　 　

　２　賃貸店舗解約損 　 ― 　 　 1,879　 　

　３　減損損失 ※３ 28,407　 　 43,458　 　

　４　その他 　 192 32,9130.5 1,683 47,9560.4

　　　税引前中間(当期)純利益 　 　 50,9920.8　 222,9822.0

　　　法人税、住民税及び
　　　事業税

　 49,922　 　 158,221　 　

　　　法人税等調整額 　 △6,698 43,2240.7 △8,543 149,6781.3

　　　中間(当期)純利益 　 　 7,7680.1　 73,3040.7
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

当中間会計期間(自　平成19年６月１日　至　平成19年11月30日)
　

項目

株主資本
評価・換算
差額等

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金資本

準備金
利益
準備金

繰越利益
剰余金

平成19年５月31日残高(千円) 580,075527,376 3,350 192,3231,303,12419,6581,322,783

中間会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 △42,930△42,930　 △42,930

　中間純利益 　 　 　 7,768 7,768　 7,768

　株主資本以外の項目の中間
　会計期間中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 △4,605 △4,605

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

― ― ― △35,161△35,161△4,605△39,767

平成19年11月30日残高(千円) 580,075527,376 3,350 157,1611,267,96315,0521,283,015

　
前事業年度(自　平成18年６月１日　至　平成19年５月31日)

　

項目

株主資本
評価・換算
差額等

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金資本

準備金
利益
準備金

繰越利益
剰余金

平成18年５月31日残高(千円) 455,200402,501 3,350 146,7161,007,76717,1991,024,967

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 124,875124,875　 　 249,750　 249,750

　剰余金の配当 　 　 　 △27,697△27,697　 △27,697

　当期純利益 　 　 　 73,304 73,304　 73,304

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 2,458 2,458

事業年度中の変動額合計(千円) 124,875124,875 ― 45,607295,357 2,458 297,815

平成19年５月31日残高(千円) 580,075527,376 3,350 192,3231,303,12419,6581,322,783

　

EDINET提出書類

ファーマライズホールディングス株式会社(E05379)

訂正半期報告書

20/26



　

　
注記事項

(中間貸借対照表関係)

　
当中間会計期間末
(平成19年11月30日)

前事業年度末
(平成19年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 756,487千円

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 720,405千円

　

※２　担保に供している資産

建物 139,041千円

土地 385,221

　計 524,263千円

　　　上記に対応する債務

長期借入金 702,000千円

　計 702,000千円

 

※２　担保に供している資産

建物 142,846千円

土地 385,221

　計 528,068千円

　　　上記に対応する債務

１年以内返済予定長期借入金 127,000千円

長期借入金 575,000

　計 702,000千円

 
　３　偶発債務

　　　銀行借入に対する保証債務

㈱ふじい薬局 39,780千円

　計 39,780千円
 

―――――――

 

※４　有形固定資産には以下の休止固定資産が含まれて

おります。

建物 29,872千円

工具器具備品 2,389
 

※４　有形固定資産には以下の休止固定資産が含まれて

おります。

建物 31,936千円

工具器具備品 3,833
 

※５　消費税等の取扱い

　　　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動負

債のその他に含めて表示しております。

―――――――
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(中間損益計算書関係)

　

当中間会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前事業年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

　１　減価償却実施額

有形固定資産 50,140千円

無形固定資産 84,027
 

　１　減価償却実施額

有形固定資産 93,613千円

無形固定資産 104,998
 

※２　固定資産除却損

建物 856千円

工具器具備品 1,433

ソフトウェア 2,024

　計 4,314千円
 

※２　固定資産除却損

建物 737千円

工具器具備品 197

　計 934千円
 

※３　減損損失

当社は当中間会計期間において、以下の資産グ

ループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 場所 減損損失 　

店舗
(既存)

建物、ソフトウェ
ア、リース資産等

福井県 15,898千円　

店舗
(既存)

建物、のれん、ソフ
トウェア等

愛知県 12,509千円　

当社は店舗を、キャッシュを生み出す最小単位と

してグルーピングしております。

営業状態の悪化した店舗の資産グループの帳簿価

額を回収可能価額まで減額して、当該減少額を減損

損失 28,407千円として計上いたしました。

その内訳は、建物 9,001千円、工具器具備品 1,292

千円、のれん 6,593千円、電話加入権 63千円、ソフト

ウェア 9,220千円、リース資産 2,233千円でありま

す。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、正味売却価額は零として

評価しております。

 

※３　減損損失

当社は当事業年度において、以下の資産グループ

について減損損失を計上しました。

用途 種類 場所 減損損失 　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品等

東京都 410千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品等

新潟県 10,722千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品、のれん等

愛知県 8,659千円　

店舗
(既存)

建物、工具器具備
品、リース資産等

大阪府 23,665千円　

当社は店舗を、キャッシュを生み出す最小単位と

してグルーピングしております。

営業状態の悪化した店舗の資産グループの帳簿価

額を回収可能価額まで減額して、当該減少額を減損

損失 43,458千円として計上いたしました。

その内訳は、建物 26,074千円、構築物 77千円、工

具器具備品 5,772千円、のれん 5,270千円、電話加入

権 106千円、長期前払費用 553千円、リース資産

5,604千円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却

価額により測定しており、正味売却価額は零として

評価しております。
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(１株当たり情報)

　

当中間会計期間
(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前事業年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

１株当たり純資産額 179,317円38銭 １株当たり純資産額 184,875円40銭

１株当たり中間純利益金額 1,085円72銭 １株当たり当期純利益金額 11,396円86銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額につい

ては、潜在株式がないため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(注)　１株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎

　

　
当中間会計期間

(自　平成19年６月１日
至　平成19年11月30日)

前事業年度
(自　平成18年６月１日
至　平成19年５月31日)

中間(当期)純利益(千円) 7,768 73,304

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間(当期)純利益(千円) 7,768 73,304

普通株式の期中平均株式数(株) 7,155 6,432
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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社において、元役員による処方データビジネス事業における売上の過大計上等の不正行為及び不適切

な会計処理が行われたことが判明いたしました。

　当該内容について外部専門家（弁護士・公認会計士）主導の調査委員会による厳正な調査に基づき、売上

高の修正等必要と認められる訂正を行うため、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、平成20年

２月28日に提出した第22期（平成19年６月１日から平成20年５月31日まで）の半期報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　なお、訂正後の連結財務諸表及び財務諸表について優成監査法人により監査を受け、その監査報告書を付

しております。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　　１　主要な経営指標等の推移

　第２　事業の状況

　　１　業績等の概要

　第３　設備の状況

　　２　設備の新設、除却等の計画

　第５　経理の状況

　　１　中間連結財務諸表等

　　２　中間財務諸表等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

　
平成22年８月９日

ファーマライズホールディングス株式会社

取締役会　御中

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　邊　芳　樹　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鶴　見　　　寛　　㊞

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられているファーマライズホールディングス株式会社（旧会社名　ファーマライズ株式会社）の平成19年

６月１日から平成20年５月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19年６月１日から平成19年11

月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資

本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人

に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうよ

うな重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を

中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果

として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表

の作成基準に準拠して、ファーマライズホールディングス株式会社（旧会社名　ファーマライズ株式会社）及

び連結子会社の平成19年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間（平成19年

６月１日から平成19年11月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示

しているものと認める。

　

追記情報

　半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査を

行った。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　
 

※１　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書
　

　
平成22年８月９日

ファーマライズホールディングス株式会社

取締役会　御中

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　邊　芳　樹　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鶴　見　　　寛　　㊞

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられているファーマライズホールディングス株式会社（旧会社名　ファーマライズ株式会社）の平成19年

６月１日から平成20年５月31日までの第22期事業年度の中間会計期間（平成19年６月１日から平成19年11月

30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書

について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人

に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要

な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とし

た監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中

間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、ファーマライズホールディングス株式会社（旧会社名　ファーマライズ株式会社）の平成19年

11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年６月１日から平成19年11月30日

まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　

追記情報

　半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間財務諸表について中間監査を行った。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　
 

※１　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。
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